
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
と
穏
や
か
な
時

間
を
過
ご
さ
れ
、
ま
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
新
年
の
抱
負
な
ど
考
え
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
頭
に
当
た
り
、
人
材
や
組
織
を
め
ぐ
る
情
勢
や
人
事
院
の
活
動
、
公

務
組
織
の
今
後
へ
の
期
待
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
〇
二
二
年
に
発
表
さ
れ
た
＂人
的
資
本
経
営＂
は
二
〇
二
三
年
に
人

材
・
組
織
に
か
か
わ
る
大
き
な
変
化
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
昨
年
六
月
一

六
日
に
は
、「
リ
・
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ
る
能
力
向
上
支
援
」、「
個
々
の
企

業
の
実
態
に
応
じ
た
職
務
給
の
導
入
」、「
成
長
分
野
へ
の
労
働
移
動
の
円

滑
化
」
を
通
し
て
構
造
的
に
賃
金
が
上
昇
す
る
仕
組
み
を
作
り
、
経
済
成

長
に
つ
な
げ
る
方
針
が
盛
り
込
ま
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
３
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

成
長
を
模
索
し
て
い
る
多
く
の
民
間
企
業
は
、
経
営
戦
略
と
し
て
の
人

事
改
革
に
踏
み
切
り
、
中
途
採
用
の
拡
大
、
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
の
導
入
、
リ

ス
キ
リ
ン
グ
へ
の
投
資
、
評
価
・
昇
進
の
仕
組
み
の
見
直
し
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
ス
キ
ル
の
向
上
、W

ell-being

が
実
現
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
な
ど

大
胆
な
変
革
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
多
く
の
企
業
経
営
者
や
Ｃ
Ｈ
Ｒ
Ｏ

（C
hief H

um
an Resource O

ffi
cer;

最
高
人
事
責
任
者
）
と
お
話

し
て
い
る
と
、
明
ら
か
に
＂人＂
＂組
織＂
に
対
し
て
の
注
力
や
投
資
が

増
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
企
業
が
存
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
変

化
に
対
応
で
き
る
組
織
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
源
泉
は
組
織
に
対
し
て
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
高
い
従
業
員
た
ち
の
日
々
の
学
び
と
成
長
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
多
く
の
経
営
者
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

公
務
組
織
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
八
月
の
人
事
院
勧
告
時
の

公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
で
は
、

1
．�　
採
用
改
革
（
採
用
試
験
改
革
、
経
験
者
採
用
に
よ
る
民
間
と
公
務

の
知
の
融
合
な
ど
）

２
．�　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
（
処
遇
改
善
、
人
事
評
価
結
果
の
給
与
等
へ

の
反
映
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
向
上
な
ど
）

3
．�　

W
ell-being

の
土
台
と
な
る
環
境
整
備
（
ゼ
ロ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
見
直
し
な
ど
）

の
三
点
を
通
し
て
職
員
一
人
一
人
が
躍
動
す
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
こ

と
を
述
べ
ま
し
た
。

採
用
改
革
で
は
、
様
々
な
採
用
試
験
改
革
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
平
成

二
九
年
以
降
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
（
春
・

秋
合
計
）
の
申
込
者
数
が
、
二
〇
二
二
年
よ
り
二
年
連
続
で
前
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
将
来
の
公
務
を
担
う
職
員
を
確
保
す
る
た
め
に
は
引
き
続
き

様
々
な
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
行

政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
民
間
と
公
務
の
知
の
融
合
が
必
要
で
あ

り
、
民
間
人
材
等
の
効
率
的
、
効
果
的
な
採
用
と
円
滑
な
適
応
支
援
（
オ

ン
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
）
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
六
段
階
評
価
と
な
っ
た
人

事
評
価
制
度
が
適
切
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
や
、
職
員
の
や
る
気
の
醸
成
、

一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
輝
く 

公
務
組
織
の
実
現
に
向
け
て

人
事
院
人
事
官

　
伊
藤
　
か
つ
ら
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若
い
世
代
が
必
要
と
し
て
い
る
＂成
長
実
感＂
に
つ
な
が
る
仕
組
み
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
事
関
連
業
務
全
体
を
通
し
て
そ
の
膨
大
な
事

務
作
業
に
多
く
の
人
事
担
当
の
皆
様
が
ご
苦
労
な
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
令

和
四
年
度
人
事
院
年
次
報
告
書
（
公
務
員
白
書
）
で
特
集
し
た
よ
う
な
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
り
か
な
り
の
省
力
化
、
効
率
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、W

ell-being

の
土
台
と
な
る
環
境
整
備
と
し
て
は
、
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
の
更
な
る
活
用
に
よ
り
、
勤
務
時
間
の
総
量
を
維
持
し
た
上
で
、

週
一
日
を
限
度
に
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な
い
日
を
設
定
す
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
勤
務
時
間
に
つ
い
て
の
勧
告
を
行
い
、
さ
ら
に
は
、
過
剰
な
負

荷
を
避
け
る
勤
務
間
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
確
保
の
努
力
義
務
に
つ
い
て
述
べ

ま
し
た
。こ
う
し
た
取
組
を
始
め
、ゼ
ロ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、

公
務
組
織
が
、
職
員
に
と
っ
て
よ
り
働
き
や
す
い
、W

ell-being

が
実
現

さ
れ
る
組
織
と
な
る
よ
う
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の
変
革
が
必
要
で
す
。

民
間
・
公
務
を
問
わ
ず
、
今
、
ど
の
よ
う
な
組
織
も
組
織
・
人
材
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
変
革
の
大
き
な
波
の
中
に
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
策
が
重
層
的
に
変
化
を
起
こ
し
、
組
織
改
革
を
促
し
、
組
織
に
所
属

す
る
一
人
一
人
が
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
、
公
私
と
も
に
生
き

生
き
と
輝
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
全
て
の
職
員

が
常
に
学
び
、成
長
す
る
心
構
え
、そ
れ
を
支
え
る
組
織
風
土
が
重
要
で
す
。

人
事
院
で
は
、
二
〇
二
二
年
八
月
に
導
入
し
た
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
提
供

す
る
政
府
共
通
の
標
準
的
な
業
務
実
施
環
境
で
あ
る
、
Ｇ
Ｓ
Ｓ
（
ガ
バ
メ

ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
）
を
活
用
し
た
様
々
な
業
務
改
革
が
継

続
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
が
率
先
し
て
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
を
習
得
し
、
学
び
合
い
相
談
し
な
が
ら
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
善
を
進
め
る

姿
は
、
他
府
省
か
ら
も
多
く
の
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
よ
う
な
ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
昨
年
一
一
月

か
ら
展
開
中
の
国
家
公
務
員
制
度
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス 

（
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）（
人

事
院
が
所
管
す
る
制
度
に
関
す
る
ナ
レ
ッ
ジ
（
知
識
）
を
蓄
積
・
活
用
す

る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
は
人
事
院
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
各
府
省
人

事
担
当
者
の
業
務
負
荷
を
軽
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
ひ
い
て
は
国
民

に
対
し
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
三
〇
年
、
五
〇
年
と
公
務
組
織
が
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
に
日

本
を
支
え
る
質
の
高
い
行
政
を
遂
行
し
て
い
け
る
よ
う
、
知
恵
を
絞
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
人
事
院
自
ら

が
＂あ
る
べ
き
組
織
風
土＂
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
職
員
の
意
見
も
踏
ま
え
て
策
定
を
進
め
て
い

る
Ｍ
Ｖ
Ｖ
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
バ
リ
ュ
ー
）
は
、
人
事
院
職
員

一
人
一
人
の
働
き
方
に
つ
い
て
の
新
た
な
指
針
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

新
し
い
働
き
方
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
在
り
方
、
職
員
の
や
る
気
を

生
み
出
す
様
々
な
施
策
が
、
人
事
院
の
中
か
ら
率
先
し
て
実
践
さ
れ
る
こ

と
で
、
職
員
一
人
一
人
の
成
長
実
感
を
通
じ
て
、
将
来
の
在
る
べ
き
人
事

行
政
が
実
現
し
て
い
く
こ
と
と
考
え
ま
す
。

昨
年
秋
に
は
、
未
来
の
公
務
組
織
を
支
え
る
た
め
の
抜
本
的
改
革
に
つ

い
て
、
人
事
行
政
諮
問
会
議
に
よ
る
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
優
れ
た

識
見
や
豊
富
な
経
験
を
有
す
る
有
識
者
の
方
々
に
よ
り
、
公
務
員
人
事
管

理
の
在
り
方
に
つ
い
て
聖
域
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
骨
太
か
つ
課
題
横
断

的
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
生
き
生
き
と
輝
く
公
務
組
織
の
実
現
に
向
け
て
、
人
事
院

職
員
、
そ
し
て
各
府
省
人
事
担
当
者
の
皆
様
と
と
も
に
高
い
志
を
も
っ
て

人
事
行
政
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
い
と
う
・
か
つ
ら
）
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